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Marx/Engels Gesamtausgabe， 3 Abt.， Bd. 4，1931，55.553-54 (書簡番号1538)
であり，ぞの脚Itには「この書簡の原文は京都帝国大学経済学部にある」と記
されている。これは福井先生の文末と符節が合う。改造社版『マノレグス=ェy
rノレス全集』第25巻， 1932， 166-67ベータの邦訳は，上記 MEGA版をテキ見
トとした，現在までの唯一の邦訳である。 この書簡は Marx-Engels-Werke，



















うれしい。宛名はカーノレ・マルク見ではなく. Charles Marx 博士だ。
ロγゲはぼくの出発のHまでいた。つまりこういうことなのだ。 r資本論』
の翻訳者の，あのあわれなロアは，ぽくが昔2度アノレジャントヮイュめに滞在し
ていたとき，ぼくに会わせてやるというロ Yゲの口約束をえていた。だがロ V ゲ
はいつも，し川、機会を見つけられなかフた。そして今度，ロジゲがまたまたロ
7との会見の話壱持ち出したとき，最近4週間のあいだ，かれの自由にことを
まかせ止。ところがEうだ 1 ちょう Eぽ〈が出発する当日 荷物がつくっ
たり， ドゥノレラ γ医師"1こ別れの訪問をしたり， イェ yェーとまだたくさん話
























わるかった。 1882年，かれは健康の依復を求めて旅に問た。 6月 8日から日月
22目には， アノレジャ Y トゥイユの女婿るノャノレノレ・ロ:/，;-'(1839-1903，長女イ s
γューの夫)のもとに， 身を寄せた。 そして次女のラウヲ・ラフアノレグを伴っ






自身 3月 14日に逝去した。 マルクスが妻を喪ってからの最後の 1年は「緩
慢な死であったJ(メー リ γグ〉といわれる。『資本論」の仕事はもはや続けら
れていない。それでもかれは，病気の聞を縫って p，/，ア関係文献，寄贈され
た経済学書，物理学・数学などに関心壱しめした形跡がある。ドイツ，フヲ y
R をはじめ，ヨーロッパの社会主義運動は，東天紅を迎えつつあヮた時である
が，マノレグスの家庭には濃いタ闘が迫っていた。 (田中真晴記)
5) 国際労働者協会の重要人物 (1809-1886)，月刊誌..Vorbote"の編集発行人。
6) ポーヲソドの革命的民主主義者(1836-1908)，閏際労働者協会の総務番員でもあ勺たe
